
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

│
│
関
学
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
研
究
か
ら
（
蠡
）│
│

河

上

繁

樹

は

じ

め

に

関
西
学
院
大
学
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
で
は
二
〇
〇
三
年
度
よ
り
五
カ
年
計
画
で
「
江
戸
時
代
の
小
袖
に
関
す
る
復
元
的
研

究
」
と
題
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
わ
が
国
の
着
物
の
歴
史
に
と
っ
て
画
期
的
な
発
明
で
あ

る
友
禅
染
が
完
成
す
る
ま
で
の
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
小
袖
の
動
向
を
、
現
存
す
る
小
袖
や
小
袖
雛
形
本
な
ど

各
種
の
資
料
か
ら
考
察
し
、
特
に
小
袖
の
模
様
表
現
の
技
法
に
注
目
し
て
、
そ
の
復
元
を
試
み
な
が
ら
当
時
の
染
織
技
術
を
検
証
し
、
そ

れ
を
受
け
継
ぐ
伝
統
的
な
技
術
の
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
記
録
保
存
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

初
年
度
の
二
〇
〇
三
年
度
に
は
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
小
袖
雛
形
本
な
ど
の
文
献
お
よ
び
現
存
す
る
小
袖
遺
品
の
調
査
を
お
こ
な
い
、

次
年
度
以
降
に
復
元
す
る
小
袖
の
候
補
を
あ
げ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け
て
は
、
東
福
門
院
の

注
文
を
控
え
た
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
『
御
用
雛
形
帳
』（
株
式
会
社
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
織
物
文
化
館
所
蔵
）
の
な
か
か
ら
代
表

的
な
一
図
を
選
び
、
そ
の
図
案
を
も
と
に
小
袖
の
復
元
を
お
こ
な
っ
た
盧
。
東
福
門
院
の
小
袖
の
復
元
と
平
行
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
か

ら
本
年
度
に
か
け
て
は
、
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
刊
行
の
『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
所
収
の
一
図
を
も
と
に
正
平
染
の
小
袖
を
復

二
〇



元
す
る
と
と
も
に
、
賀
茂
競
馬
模
様
友
禅
染
小
袖
（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）
の
復
元
制
作
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
友
禅
染
に
つ
い
て

は
最
終
年
度
と
な
る
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
に
さ
ら
に
も
う
一
領
の
小
袖
を
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
『
友
禅
ひ
い
な
が
た
』
所
収
の
一

図
よ
り
復
元
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
正
平
染
の
小
袖
の
復
元
を
お
こ
な
う
に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
の
動
向
を
探
る
な
か
で
、
正

平
染
や
同
時
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
唐
染
の
技
法
的
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
小
袖
の
模
様
染
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な
い
た
い
。

一
、
雁
金
屋
資
料
に
見
ら
れ
る
染
色
技
法

雁
金
屋
資
料
に
見
ら
れ
る
染
色
技
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
を
お
こ
な
っ
た
が
盪
、
本
論
を
展
開
す
る
上
で
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お

き
た
い
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
『
御
染
地
之
帳
』
か
ら
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
『
女
院
御
所
様
御
用

御
呉
服
諸
色
調
上
申

代
付
之
御
帳
』
に
至
る
雁
金
屋
の
呉
服
注
文
に
関
す
る
資
料
は
、
当
時
の
上
層
武
家
お
よ
び
東
福
門
院
関
係
の
注
文
控
え
で
あ
る
。
そ
の

最
初
に
位
置
す
る
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
『
御
染
地
之
帳
』
は
、「
内
府
さ
ま
（
徳
川
家
康
）」「
大
な
ご
ん
さ
ま
（
徳
川
秀
忠
）」

「
ゑ
ど
さ
ま
（
徳
川
秀
忠
正
室
）」「
わ
か
さ
様
（
京
極
高
次
正
室
）」「
ま
ん
所
さ
ま
（
豊
臣
秀
吉
後
室
）」「
大
さ
か
御
う
へ
さ
ま
（
豊
臣

秀
吉
側
室
淀
殿
）」「
ひ
で
よ
り
さ
ま
（
豊
臣
秀
頼
）」
な
ど
が
注
文
主
と
し
て
名
を
連
ね
、
雁
金
屋
が
武
家
の
権
力
者
か
ら
注
文
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
模
様
の
表
現
技
法
と
し
て
「
ぼ
う
し
」「
つ
ま
み
」「
き
せ
わ
け
」「
か
の
こ
」「
ひ
き
へ
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
大
半
が
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
辻
が
花
染
と
判
明
す
る
。
そ
の
後
の
慶
長
末
、
元
和
期
の
資
料
は
、
徳
川
秀
忠
正
室

の
崇
源
院
を
中
心
に
し
た
注
文
控
え
で
、
模
様
の
表
現
技
法
と
し
て
は
主
に
刺
繍
、
染
め
、
摺
箔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

東
福
門
院
関
係
の
注
文
を
見
る
と
、
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
東
福
門
院
が
注
文
し
た
御
召
し
小
袖
で
は
鹿
子
絞
り
が
模
様
表
現
の

主
要
な
技
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
と
考
え
ら
れ
る
『
注
文
覚

辰
七
月
』
で

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

二
一



は
、
模
様
に
つ
い
て
は
「
車
に
紅
葉
」「
橋
に
蔦
の
葉
」「
波
」「
巻
水
」「
桐
の
葉
」「
桜
」「
八
橋
」「
百
合
、
木
の
葉
」「
青
海
水
」「
梅

立
木
」「
籬
に
立
木
」「
籬
に
菊
」「
雪
筋
」
な
ど
さ
ま
さ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
加
工
は
鹿
子
絞
り
と
刺
繍
だ
け
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
以
後
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
『
御
画
帳
』、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
『
御
用
雛
形
帳
』、

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
『
女
院
御
所
様
御
用

御
呉
服
諸
色
調
上
申
代
付
之
御
帳
』
で
も
模
様
の
表
現
技
法
は
鹿
子
絞
り
と
刺
繍
だ

け
に
限
ら
れ
、
刺
繍
で
は
金
糸
繍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

東
福
門
院
が
最
も
高
価
な
小
袖
を
注
文
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
江
戸
幕
府
が
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
出
し
た
禁
中
や
江

戸
城
の
女
性
の
小
袖
に
関
わ
る
禁
令
（
女
中
衣
類
直
段
之
定
）
か
ら
知
ら
れ
る
。
禁
令
は

「
一
、
女
院
御
所
姫
宮
方
上
之
御
服
、
一
お
も
て
ニ
つ
き
、
白
銀
五
百
目
よ
り
高
直
ニ
仕
間
敷
候
…

一
、
御
臺
様
上
之
御
服
、
一
お
も
て
ニ
付
、
白
銀
四
百
目
よ
り
高
直
に
仕
へ
か
ら
す
…

一
、
御
本
丸
女
中
上
之
小
袖
、
一
お
も
て
ニ
つ
き
三
百
目
よ
り
高
直
ニ
い
た
す
ま
し
く
候
…
」

と
あ
り
蘯
、
小
袖
の
表
地
一
枚
に
付
き
、
女
院
御
所
姫
宮
方
す
な
わ
ち
東
福
門
院
と
そ
の
娘
た
ち
は
銀
五
百
目
、
御
臺
様
す
な
わ
ち
将

軍
夫
人
は
銀
四
百
目
、
江
戸
城
の
大
奥
の
女
中
は
銀
三
百
目
を
上
限
に
定
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
寛
文
三
年
以
降
は
東
福
門
院
が

最
も
高
価
な
小
袖
を
誂
え
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
、
寛
文
四
年
の
『
御
用
雛
形
帳
』
で
は
全
一
七
三

領
の
う
ち
東
福
門
院
が
許
さ
れ
た
四
百
目
以
上
の
呉
服
が
一
五
三
領
に
も
及
び
、
そ
の
う
ち
上
限
の
五
百
目
が
八
四
領
も
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
表
現
技
法
は
鹿
子
絞
り
と
刺
繍
に
限
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
鹿
子
絞
り
と
刺
繍
は
贅
沢
な
技
法
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
刺
繍
は
色
糸
と
と
も
に
金
糸
の
「
べ
た
繍
」
が
多
く
、
目
映
い
ば
か
り
に
繍
わ
れ
た
金
糸
と
手
間
の
か
か
る
鹿
子
絞
り

の
組
み
合
わ
せ
が
豪
奢
な
趣
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
鹿
子
絞
り
は
す
で
に
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
『
御
染
地
之
帳
』
で
も
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
東
福
門
院
の
時
代
に
は
さ
ら
に
高
級
な
小
袖
の
模
様
表
現
に
欠
か
せ
な
い
技
法
と
な
り
、
重
要
性
が
増
し
た
。

こ
の
傾
向
は
島
原
の
遊
女
が
着
用
し
た
小
袖
に
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

二
二



二
、『
色
道
大
鏡
』
に
見
ら
れ
る
鹿
子
絞
り
の
小
袖

江
戸
時
代
前
期
の
風
俗
を
知
る
た
め
の
基
本
文
献
と
し
て
知
ら
れ
る
『
色
道
大
鏡
』
は
、
著
者
の
藤
本
箕
山
（
一
六
二
六
〜
一
七
〇

四
）
が
三
十
余
年
に
わ
た
る
諸
国
の
遊
里
で
の
見
聞
や
体
験
に
基
づ
き
、
遊
里
に
関
し
て
必
要
な
知
識
や
作
法
を
詳
述
し
た
遊
里
の
百
科

全
書
と
も
言
う
べ
き
大
著
で
、
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
ご
ろ
に
完
成
し
た
。
そ
の
巻
第
三
の
寛
文
式
で
は
遊
女
の
心
得
、
遊
郭
の
規
範

や
習
慣
が
記
さ
れ
、
そ
の
一
項
目
に
「
三
職
女
郎
装
束
の
制
法
」
と
し
て
太
夫
職
・
天
職
・
囲
職
の
着
用
す
べ
き
小
袖
・
帷
子
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
る
盻
。
こ
れ
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

表
１

太

夫

職

天

職

囲

職

ひ
つ
た
の
鹿
子

鹿
子
の
織
紋
、
地
紋
、
腰
明
鹿
子

所
明
鹿
子

地
な
し
縫
薄
の
小
袖
、
縁
薄
の
小
袖

ゑ
り
・
お
く
び
が
わ
り
の
小
袖

天
鵞
絨
の
小
袖

さ
ら
さ
の
小
袖

無
紋
無
地
の
紫

無
紋
無
地
の
紫
（
紋
所
あ
り
）

無
紋
無
地
の
緋
緞
子

緋
む
く
（
紋
所
あ
り
）

黒
繻
子

色
繻
子
小
袖

八
丈
島

無
紋
の
白
小
袖
（
上
着
）

無
紋
の
白
小
袖
（
肌
着
、
ね
巻
）

無
紋
の
白
小
袖
（
肌
着
、
ね
巻
）

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

二
三



表
１
の
う
ち
、
太
夫
職
の
「
地
な
し
縫
薄
の
小
袖
、
縁
薄

の
小
袖
」
に
つ
い
て
は
、「
薄
の
類
六
条
に
て
は
お
ほ
く
着

し
つ
れ
ど
、
坤
郭
に
い
た
り
、
傾
国
の
服
に
は
、
初
心
な
り

と
て
、
こ
れ
を
着
せ
ず
」
と
あ
り
、
京
都
の
遊
里
が
六
条
三

筋
町
に
あ
っ
た
当
時
は
「
地
な
し
縫
箔
」
や
「
縁
薄
」
の
小

袖
が
多
く
着
用
さ
れ
た
が
、
寛
永
十
八
（
一
六
四
一
）
年
に

遊
里
が
朱
雀
野
の
島
原
へ
移
さ
れ
て
以
後
は
「
地
な
し
縫

箔
」
や
「
縁
薄
」
の
小
袖
が
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
太
夫
は
着

用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
遊
女
の
階
級
に
よ
っ

て
鹿
子
の
使
用
に
区
別
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
遊
女

と
し
て
最
も
高
位
の
太
夫
職
が
許
さ
れ
た
「
ひ
つ
た
の
鹿

子
」
は
、
鹿
子
絞
り
で
小
袖
の
全
面
を
埋
め
尽
く
し
た
疋
田

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
太
夫
職
に
次
ぐ
天
職
の
小
袖
は

「
鹿
子
の
織
紋
、
地
紋
、
腰
明
鹿
子
」
と
規
制
さ
れ
て
い

る
。「
織
紋
、
地
紋
」
は
菱
や
石
畳
、
麻
の
葉
繋
ぎ
な
ど
の

織
物
風
の
割
り
付
け
模
様
を
鹿
子
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
、

「
腰
明
鹿
子
」
は
腰
の
部
分
を
空
け
て
肩
と
裾
に
鹿
子
絞
り

で
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
と
も
に
寛
文
七
年
（
一
六

図 1 「ぢかのこおりもん はつゆきの
もやう」
『御ひいながた』寛文 7年（1667）

図 2 「ちなしかたすそこしあけ うろ
こかた花わちがひのおりもん」
『御ひいながた』寛文 7年（1667）

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

二
四



六
七
）
刊
行
の
『
御
ひ
い
な
が
た
』
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
（
図
１
、
図

２
）。
囲
職
の
所
用
と
さ
れ
る
「
所
明
鹿
子
」
は
、
鹿
子
絞
り
の
模
様
を
疎
ら

に
散
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
小
袖
に
お
け
る
鹿
子
絞
り
の
割
合

が
そ
の
ま
ま
遊
女
の
階
級
を
示
す
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
お
り
、

鹿
子
絞
り
に
対
し
て
は
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。

三
、
更
紗
の
小
袖

び
ろ
う
ど

『
色
道
大
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
太
夫
職
の
「
天
鵞
絨
の
小
袖
」
に
対
し
て
、
天

職
は
「
さ
ら
さ
の
小
袖
」
を
着
た
。
ビ
ロ
ー
ド
や
更
紗
は
近
世
初
期
に
南
蛮
人

や
紅
毛
人
が
も
た
ら
し
た
異
国
の
染
織
品
で
あ
る
が
、
重
厚
な
質
感
の
織
物
で

あ
る
天
鵞
絨
が
太
夫
職
の
所
用
と
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
染
物
の
更
紗
は
天
職

の
所
用
で
格
下
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
染
め
模
様
の

更
紗
は
、
当
時
の
人
び
と
の
心
を
捉
え
た
よ
う
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
風
俗
画

に
は
更
紗
の
着
物
を
着
た
遊
女
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

例
え
ば
、
邸
内
や
そ
の
庭
先
で
遊
ぶ
男
女
の
姿
を
描
い
た
「
邸
内
遊
楽
図
鬟

風
絵
」
を
見
る
と
、
背
に
大
橋
の
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
若
衆
の
傍
ら
に
寝
そ
べ

る
遊
女
は
、
裾
に
三
角
形
の
ギ
ザ
ギ
ザ
模
様
を
つ
け
た
丸
文
散
ら
し
の
着
物
を

着
て
い
る
（
図
３
）。
遊
女
の
着
物
は
当
時
最
新
の
渡
り
も
の
の
更
紗
で
あ
っ

図 3 「邸内遊楽図鬟風」 サントリー美術館所蔵
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た
。
こ
れ
に
似
た
模
様
の
更
紗
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
見
ら
れ
る
。
丸
模
様
を
中
央
に
散
ら
し
、
布
の
両
端
に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
三
角
模
様
を
染

め
た
更
紗
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
カ
イ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
、
儀
礼
用
の
衣
装
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
も
と
も
と
カ
イ
ン
・
パ
ン

ジ
ャ
ン
は
イ
ン
ド
か
ら
輸
入
さ
れ
た
イ
ン
ド
製
の
更
紗
で
あ
っ
た
眈
。

更
紗
は
江
戸
時
代
初
期
に
日
本
へ
運
ば
れ
て
き
た
。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
唐
津
の
寺
沢
氏
の
家
来
か
ら
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の

商
館
主
任
リ
チ
ャ
ル
ド
・
コ
ッ
ク
ス
に
宛
て
た
請
取
書
（
大
英
博
物
館
所
蔵
）
に
「
さ
ら
さ
但
壱
た
ん
に
付
十
匁
づ
つ
廿
た
ん
」
と
あ
る

の
を
初
見
と
し
、
そ
の
後
も
『
慶
元
イ
ギ
リ
ス
書
翰
』
の
平
戸
の
英
国
商
館
員
の
書
簡
類
か
ら
日
本
で
更
紗
が
人
気
の
あ
る
商
品
で
あ
っ

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
『
唐
蛮
貨
物
帳
』
に
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
オ
ラ
ン
ダ
船
四
艘
分
の
荷
物
売
立
品
と
し
て
「
さ
ら

さ
二
四
七
五
端
」
と
あ
る
。
十
七
世
紀
以
降
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
盛
ん
に
更
紗
が
輸
入
さ
れ
た
。
本
場
イ
ン
ド
の
更
紗

は
、
先
媒
染
と
蝋
防
染
に
よ
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
茜
と
藍
を
主
体
に
、
黒
や
緑
、
黄
色
の
彩
り
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

布
は
当
時
の
若
衆
や
遊
女
を
魅
了
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
更
紗
の
独
特
の
模
様
と
染
め
上
が
り
に
触
発
さ
れ
て
、
わ
が
国
で
も
独
自

の
更
紗
染
が
始
ま
っ
た
。

シ
ヤ
ム
ロ

寛
永
頃
の
地
方
の
名
物
を
列
挙
し
た
『
毛
吹
草
』
に
は
山
城
の
項
に
「
紗
羅
染
」
と
で
て
く
る
眇
。
シ
ャ
ム
ロ
は
シ
ャ
ム
王
国
、
す
な

わ
ち
現
在
の
タ
イ
で
あ
る
。
当
時
、
イ
ン
ド
か
ら
シ
ャ
ム
に
向
け
て
更
紗
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
シ
ャ
ム
向
け
の
更
紗
は
繊
細
な
模
様
が

染
め
出
さ
れ
た
手
間
の
か
か
る
染
物
で
あ
り
、
こ
れ
が
シ
ャ
ム
と
交
流
の
あ
っ
た
わ
が
国
へ
も
た
ら
さ
れ
て
「
紗
羅
染
」
と
呼
ば
れ
た
。

『
毛
吹
草
』
か
ら
は
寛
永
頃
に
シ
ャ
ム
更
紗
（
も
し
く
は
シ
ャ
ム
更
紗
を
模
し
た
和
製
の
更
紗
）
が
京
都
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
御
ひ
い
な
か
た
』
は
、
当
時
流
行
の
小
袖
模
様
を
集
成
し
た
雛
形
本
で
あ
る
。
こ
の
な

か
に
「
ぢ
さ
ら
さ
そ
め
」
と
記
さ
れ
た
小
袖
が
五
図
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
模
様
は
「
梅
に
う
ぐ
ひ
す
」
や
「
く
る
ま
に
は
ぎ
の
花
」

「
ひ
あ
ふ
ぎ
に
い
し
だ
た
み
」
な
ど
日
本
的
な
模
様
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
わ
が
国
で
も
更
紗
染
が
十
分
に
消
化
さ
れ
、
流
行
の

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て

二
六



す

い

小
袖
を
染
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
『
源
氏
ひ
な
が
た
』
に
は
、「
透
着
と
み

む
ろ
そ
め

の
り
ぼ
ん
い
ろ

え

ぐ

そ
め

す

い

ゆ
る
も
こ
と
は
り
そ
れ
し
や
室
染
」「
お
く
糊
盆
色
ど
る
絵
の
具
の
さ
ら
さ
染
」
と
見
え
る
。
し
ゃ
む
ろ
染
は
透
着＝

粋
と
し
て
喜
ば
れ

た
染
物
、
更
紗
染
は
糊
置
き
と
絵
の
具
に
特
色
が
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
更
紗
染
は
、
蝋
防
染
の
代
わ
り
に
米
糊
で
防
染
し
、
絵
の
具
で
彩

色
し
た
眄
。
こ
れ
が
後
の
友
禅
染
の
誕
生
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
特
に
シ
ャ
ム
更
紗
の
繊
細
な
白
い
く
く
り
の
線
は
、
友

禅
染
の
糊
糸
目
の
表
現
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
紗
染
は
遊
女
ば
か
り
が
用
い
た
も
の
で
は
な
い
。
高
級
呉
服
を
誂
え
た
雁
金
屋
に
お
い
て
も
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
し
ゃ
む
ろ
染
の

例
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
わ
た
く
し
御
あ
つ
ら
へ
物
』
と
題
し
た
注
文
台
帳
で
子
ど
も
用
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
七
月
二
十
四
日
の
「
お
わ
り
御
あ
つ
ら
へ
」
と
し
て
「
し
や
う
ぶ
の
や
う
な
物
し
や
む
ろ
」
と
あ
り
、
そ
の
代
金
を
「
さ
ら

さ
」
屋
に
支
払
っ
て
い
る
。
注
文
主
に
つ
い
て
は
十
分
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
な
い
が
、
雁
金
屋
が
し
ゃ
む
ろ
染
の
注
文
を
受
け
、
そ
れ
を

下
請
け
の
更
紗
屋
に
ま
わ
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
、
雁
金
屋
に
小
袖
を
注
文
し
た
東
福
門
院
も
通
常
は
鹿
子
絞
り
と
刺
繍
の
小
袖
が
多
か
っ
た
が
、
時
に
は
流
行
の
更
紗
染
の
小
袖

む
じ
ょ
う
ほ
う
い
ん
ど
の
ご
に
つ
き

を
つ
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
品
宮
常
子
内
親
王
の
日
記
『
无
上
法
院
殿
御
日
記
』
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
十
二
月
二
十
二
日
条

に
は
「
今
朝
女
院
よ
り
、
此
の
ご
ろ
世
間
に
は
や
る
由
仰
せ
に
て
、
更
紗
染
め
に
縫
な
ど
の
御
物
好
き
に
さ
せ
ら
れ
小
袖
た
ぶ
。（
中
略
）

喜
び
こ
の
外
は
あ
ら
じ
と
と
り
ど
り
眺
む
る
ば
か
り
な
り
」
と
見
え
る
眩
。
女
院
は
後
水
尾
院
の
中
宮
、
東
福
門
院
の
こ
と
で
あ
る
。
東

福
門
院
は
後
水
尾
天
皇
と
新
広
義
門
院
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
品
宮
に
対
し
て
も
自
分
の
娘
の
よ
う
に
心
を
配
り
、
毎
年
何
度
か
美
し
い

着
物
を
贈
っ
た
。
流
行
に
敏
感
な
東
福
門
院
は
「
世
間
に
は
や
る
」
更
紗
染
の
小
袖
を
品
宮
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

江
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代
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の
模
様
染
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四
、
染
物
小
袖
へ
の
傾
斜

東
福
門
院
が
寛
文
初
年
に
雁
金
屋
へ
注
文
し
た
着
物
は
、
当
世
風
の
大
柄
な
模
様
を
鹿
子
絞
り
と
金
糸
の
刺
繍
で
あ
ら
わ
し
た
豪
華
な

着
物
で
あ
っ
た
。
東
福
門
院
が
身
に
つ
け
た
最
高
級
の
小
袖
を
市
井
の
女
た
ち
も
憧
れ
た
で
あ
ろ
う
。『
本
朝
世
事
談
綺
』眤
に
よ
れ
ば
、

「
寛
永
の
こ
ろ
、
女
院
の
御
所
に
て
好
ま
せ
ら
れ
、
お
ほ
く
の
絹
を
染
さ
せ
ら
れ
、
宮
女
、
官
女
、
下
つ
か
た
ま
で
に
賜
る
。
此
染
京
田

舎
に
は
や
り
て
御
所
染
と
云
」
と
あ
り
、
寛
永
の
こ
ろ
か
ら
女
院
御
所
の
小
袖
が
世
間
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
下
っ

て
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
出
版
の
『
御
所
雛
形
』
で
は
序
文
に
「
遠
く
も
近
く
も
都
鄙
に
渡
り
て
人
の
衣
服
を
見
る
に
、
此
模
様
の

風
流
ハ
御
所
か
た
に
し
く
ハ
な
し
」
と
述
べ
、
御
所
の
小
袖
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
福
門
院
の
小
袖
は
女
性
の
憧
れ
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
商
品
経
済
が
発
展
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
そ
う
し
た
情
況
を
反
映
し
て
京
坂
の
裕
福
な
町
人
を
対
象
に
人
気
の
あ

る
小
袖
模
様
を
集
成
し
た
『
御
ひ
い
な
か
た
』
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
人
び
と
は
以
前
に
も
増
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
心
を
も
つ
よ
う

に
な
り
、『
我
衣
』
に
「
寛
文
年
中
よ
り
、
男
女
の
衣
服
そ
ろ
�
�
を
ご
る
。〈
略
〉
寛
文
年
中
に
至
て
は
、
惣
鹿
子
の
小
袖
を
著
す
。
地

白
綸
子
或
は
紺
緋
紫
の
結
鹿
子
惣
地
に
せ
り
、
尤
結
構
也
」
と
あ
る
よ
う
に
眞
、
女
性
の
着
物
が
次
第
に
贅
沢
に
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ

っ
た
。

（
糸
）

し
か
し
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
二
月
に
は
幕
府
に
よ
っ
て
町
の
女
性
の
衣
服
に
「
金
紗
、
縫
、
惣
鹿
子
」
が
禁
じ
ら
れ
た
眥
。

た
び
重
な
る
禁
令
を
反
映
し
て
、
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
に
「
世
上
に
惣
鹿
子
金
子
縫
入
の
衣
服
す
た

り
、
近
き
頃
よ
り
も
の
ず
き
か
わ
り
、
成
ほ
ど
軽
き
を
本
と
す
。
是
に
よ
つ
て
当
風
の
物
す
き
の
雛
形
改
る
。
或
は
唐
染
正
平
し
ほ
り
、

し
や
む
ろ
さ
ら
さ
霜
ふ
り
等
の
色
だ
て
に
、
五
色
の
染
入
鹿
子
散
し
の
類
ひ
、
金
銀
の
箔
を
以
て
品
々
を
そ
れ
ぞ
れ
の
模
様
絵
様
染
様
を

仕
出
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
総
鹿
子
や
金
糸
繍
の
着
物
は
廃
り
、
唐
染
、
正
平
染
、
し
ゃ
む
ろ
染
、
更
紗
染
な
ど
の
着
物
が
好
ま
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
源
氏
ひ
な
が
た
』
に
は
先
に
述
べ
た
し
ゃ
む
ろ
染
や
更
紗
染
の
ほ
か
に
、
御

所
染
・
御
江
戸
染
・
す
が
は
ら
染
・
千
種
染
・
伊
達
染
・
よ
し
長
染
・
唐
人
染
・
よ
し
岡
染
・
遠
山
染
・
か
う
染
・
ひ
ん
ろ
う
じ
染
・
加

が
染
・
ほ
そ
染
・
茶
屋
染
・
し
ゆ
ん
さ
い
染
・
一
ち
ん
染
・
焼
刃
染
・
う
こ
ん
染
・
ふ
す
べ
染
・
ゆ
か
た
染
・
玉
子
色
染
・
太
夫
染
・
あ

か
ね
染
・
正
平
染
・
友
禅
染
の
合
計
二
十
七
種
の
染
め
が
あ
げ
ら
れ
、
染
物
小
袖
の
隆
盛
が
う
か
が
え
る
。
と
り
わ
け
、「
扇
の
み
か
小

袖
に
も
は
や
る
友
禅
染
」
と
し
て
扇
絵
で
名
の
知
ら
れ
た
宮
崎
友
禅
の
デ
ザ
イ
ン
が
友
禅
染
と
し
て
小
袖
に
流
行
っ
た
様
子
が
知
ら
れ

る
。
友
禅
染
は
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の
『
友
禅
ひ
い
な
が
た
』
以
後
ま
す
ま
す
の
広
が
り
を
見
せ
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
天
和
の
禁
令
に
よ
っ
て
総
鹿
子
や
金
糸
繍
の
着
物
が
廃
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
染

物
へ
と
大
き
く
展
開
し
は
じ
め
た
時
期
の
『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
に
あ
ら
わ
れ
た
模
様
染
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

五
、『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
に
見
ら
れ
る
模
様
染

『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
は
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
正
月
に
江
戸
の
鱗
形
屋
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
奥
付
に
「
画
師
菱
川
真

跡
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
は
菱
川
師
宣
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
に
雛
形
二
八
図
、
下
巻
に
二
六
図
が
収
録

さ
れ
、
通
常
の
雛
形
本
の
よ
う
に
小
袖
の
背
面
の
模
様
を
見
せ
る
図
と
と
も
に
衣
桁
や
鬟
風
に
小
袖
を
掛
け
た
図
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
図
の
上
部
に
は
小
袖
の
生
地
、
地
色
、
模
様
、
そ
の
技
法
な
ど
を
記
し
た
断
書
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
断
書
の
内
容
を
地
色
や

技
法
な
ど
に
別
け
て
分
類
す
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

生
地
に
つ
い
て
は
、
断
書
の
な
か
に
必
ず
し
も
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
総
数
が
少
な
い
が
、
綸
子
と
縮
緬
が
そ
れ
ぞ
れ
三

例
ず
つ
表
記
さ
れ
て
お
り
、
羽
二
重
や
紗
綾
も
見
ら
れ
る
。
や
や
以
前
に
な
る
が
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
『
女
鏡
秘
伝
書
』
に
は

「
こ
そ
で
の
地
の
事
」
と
し
て
綸
子
や
縮
緬
、
紗
綾
な
ど
の
生
地
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
眦
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
薄
い
羽
二
重
は
シ
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ワ
が
よ
る
の
で
評
価
が
低
く
、
ま
た
紗
綾
も

平
織
地
で
シ
ワ
が
よ
り
や
す
か
っ
た
せ
い
か

あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
さ
や

は
い
や
し
き
も
の
な
り
。
さ
り
な
が
ら
そ
め

の
も
や
う
に
よ
り
て
よ
ろ
し
」
と
あ
り
、
染

め
方
に
よ
っ
て
は
良
い
と
い
う
。
い
っ
ぽ

う
、
綸
子
に
つ
い
て
は
、「
り
ん
ず
は
し
な

や
か
に
し
か
も
ひ
か
り
あ
り
て
一
し
ほ
よ
き

も
の
な
り
。
た
い
一
し
わ
よ
ら
ざ
る
も
の
な

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
し
な
や
か
で
光
沢
が

あ
っ
て
美
し
く
、
し
か
も
皺
が
よ
り
に
く
い

風
合
い
が
喜
ば
れ
た
。「
ぬ
め
の
り
ん
ず
は

な
に
に
し
て
も
よ
ろ
し
」
と
絖
綸
子
の
評
価

は
さ
ら
に
高
い
。
ま
た
縮
緬
に
つ
い
て
も

「
ち
り
め
ん
も
し
な
や
か
に
ふ
り
の
よ
き
も

の
な
り
。
こ
れ
も
し
わ
よ
ら
ず
、
そ
め
や
う

さ
ま
ざ
ま
あ
る
べ
し
」
と
あ
り
、
十
七
世
紀
後
半
に
各
種
の
模
様
染
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
優
れ
た
染
色
効
果
を
も
つ
縮
緬

の
需
要
が
伸
び
て
い
っ
た
。
表
２
か
ら
は
わ
ず
か
の
数
値
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
が
見
て
と
れ
る
。
ち
な
み
に
、
承
応
元
年
（
一
六
五

二
）
と
考
え
ら
れ
る
雁
金
屋
の
『
注
文
覚

辰
七
月
』
で
は
、
小
袖
一
枚
の
表
地
代
と
し
て
繻
子
は
三
百
五
十
匁
、
綸
子
は
二
百
五
十

表
２

生

地

地

色

模
様
の
技
法

鹿

子

鹿
子
以
外

綸
子

（
３
）
白

（
１０
）
浅
葱

（
３４
）

金
・
銀
縁
箔

（
２８
）

縮
緬

（
３
）
紅

（
６
）
紅

（
２７
）

小
紋
箔
・
金
箔
押
（
１９
）

羽
二
重

（
２
）
鬱
金

（
６
）
紫

（
８
）
正
平
染

（
１５
）

絖
綸
子

（
１
）
浅
葱

（
６
）
鶸

（
５
）
唐
染

（
１２
）

繻
子

（
１
）
萌
黄

（
４
）
朽
葉

（
２
）
墨
絵
・
上
絵

（
７
）

紗
綾
龍
紋

（
１
）
と
の
茶

（
４
）
黒
紅

（
２
）
し
ゃ
む
ろ
染

（
１
）

紗
綾

（
１
）
黒
紅

（
３
）
花
色

（
１
）

飛
び
紋
紗
綾
（
１
）
瑠
璃
紺

（
２
）
一
粒
鹿
子

（
２
）

黒
茶

（
２
）

木
賊
色

（
２
）

び
ろ
う
ど
色
（
２
）

そ
の
他

（
８
）
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匁
、
縮
緬
は
百
五
十
匁
と
あ
り
、
生
地
に
よ
っ
て
価
格
に
大
き
な
差
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

地
色
は
白
が
一
〇
回
で
、
続
い
て
紅
・
鬱
金
・
浅
葱
が
各
六
回
で
、
比
較
的
明
る
い
色
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
の
茶

や
黒
茶
、
黒
紅
な
ど
茶
や
黒
系
統
の
地
色
も
散
見
さ
れ
る
。
茶
色
に
つ
い
て
は
、
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
の
『
聞
書
秘
伝
抄
』
に
は

「
ち
や
色
そ
め
や
う
の
事
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、「
く
ろ
ち
や
」「
み
る
色
ち
や
」
の
色
名
が
み
ら
れ
る
が
眛
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）

年
の
『
紺
屋
茶
染
口
伝
書
』
に
は
「
み
る
茶
」
以
下
十
数
色
の
茶
系
の
染
め
方
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
眷
、
こ
の
頃
か
ら
茶
色
へ
の
嗜
好

が
増
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

模
様
表
現
の
技
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
雛
形
に
鹿
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
雛
形
本
が
出
版
さ
れ
る
前
年
の
天
和
の
禁
令
で
総

鹿
子
は
禁
じ
ら
れ
た
が
、
模
様
の
一
部
を
鹿
子
で
あ
ら
わ
す
こ
と
は
問
題
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
鹿
子
絞
り
が
依
然
と
人
気
の
高
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
鹿
子
に
つ
い
て
は
、『
紺
屋
染
之
口
伝
書
』
に
「
く
ろ
べ
に
か
の
こ
」「
あ
か
べ
に
か
の
こ
」「
む
ら
さ
き
か

の
こ
」
を
型
染
す
る
染
色
法
が
述
べ
ら
れ
、
一
粒
一
粒
を
手
で
絞
る
本
格
的
な
結
鹿
子
に
代
わ
っ
て
、
型
紙
で
鹿
子
模
様
を
摺
り
あ
ら
わ

す
型
鹿
子
が
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
逆
に
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
の
『
女
重
宝
記
』
に
は
「
下
京
そ
め
の
う
ち
だ
し
か
の
こ
今
見

れ
ば
は
や
ふ
る
め
か
し
く
初
心
な
り
」
と
あ
り
眸
、
型
鹿
子
の
一
種
で
あ
る
打
ち
出
し
鹿
子
が
元
禄
頃
に
は
流
行
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
推
せ
ば
、『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
の
鹿
子
も
一
粒
鹿
子
を
除
い
て
型
鹿
子
が
も
ち
い
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

鹿
子
以
外
の
技
法
と
し
て
は
、
や
は
り
天
和
の
禁
令
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
金
糸
の
刺
繍
に
代
わ
っ
て
、
金
や
銀
で
模
様
の
輪
郭
を
く

く
る
縁
箔
や
模
様
の
な
か
を
充
頡
す
る
小
紋
箔
・
金
箔
押
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が

た
』
の
特
徴
と
も
言
え
る
の
は
、
正
平
染
と
唐
染
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
正
平
染
と
唐
染
は
単
独
で
用
い
る

よ
り
も
併
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
正
平
染
と
唐
染
に
関
す
る
断
書
を
抄
出
す
る
と
、

漓
「
頃
日
も
つ
ぱ
ら
は
や
る
正
平
そ
め
」（
十
八
頁
表
）

滷
「
白
き
所
に
か
ら
そ
め
正
平
そ
め
を
ま
ぜ
て
い
よ
い
よ
よ
し
」（
十
一
頁
表
）
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澆
「
白
く
く
ゝ
し
に
し
て
か
ら
染
正
平
そ
め
に
し
て
」（
二
十
頁
表
）

潺
「
か
ら
そ
め
正
平
染
に
形
の
所
を
金
ぱ
く
に
て
お
し
」（
十
五
頁
表
）

潸
「
か
ら
染
ふ
ち
を
金
銀
の
は
く
に
て
あ
し
ら
い
」（
二
十
頁
裏
）

澁
「
小
紋
金
銀
の
は
く
又
は
か
ら
染
正
平
染
を
も
か
つ
か
う
よ
く
取
合
」（
二
十
一
頁
表
）

澀
「
内
に
色
々
小
紋
を
金
ぱ
く
に
て
を
し

ふ
ち
も
は
く
に
て
と
り

か
ら
染
正
平
染
を
入
」（
二
十
三
頁
表
）

潯
「
内
の
か
た
を
ば
か
ら
そ
め
正
平
そ
め
に
し
て
よ
し

ふ
ち
を
金
ぱ
く
に
て
く
く
り
」（
二
十
五
頁
表
）

潛
「
し
や
む
ろ
そ
め
か

か
ら
そ
め
又
正
平
染
に
し
て
よ
し
」（
二
十
九
頁
表
）

漓
か
ら
は
当
時
に
正
平
染
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
、
滷
澆
か
ら
は
正
平
染
や
唐
染
は
白
場
に
施
し
た
こ
と
、
ま
た
白
場
は
絞
り
染
（
く

く
し
）
で
上
げ
た
こ
と
、
潺
〜
潯
は
正
平
染
や
唐
染
に
金
銀
の
小
紋
箔
や
縁
箔
を
併
用
し
た
こ
と
、
潛
か
ら
正
平
染
や
唐
染
は
し
ゃ
む
ろ

染
と
同
じ
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
概
ね
、
正
平
染
や
唐
染
は
比
較
的
大
柄
の
模
様
を
絞
り
染
で
白
く
上
げ
、
そ
の
な
か
に

施
し
た
も
の
で
、
そ
の
模
様
の
輪
郭
を
金
や
銀
の
縁
箔
で
く
く
っ
た
。
正
平
染
や
唐
染
と
と
も
に
金
銀
の
小
紋
箔
で
模
様
を
あ
ら
わ
す
場

合
も
あ
っ
た
。

で
は
、
正
平
染
や
唐
染
を
ど
の
よ
う
に
し
て
染
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
平
染
に
つ
い
て
は
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊
行
の
『
萬
寶

鄙
事
記
』
巻
四
に
「
正
平
染
の
方
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
睇
。

ゑ
の
あ
ぶ
ら

み
つ
だ
そ
う

く
わ
つ
せ
き

み
や
う
ば
ん

け
い
ふ
ん

し
ゅ

ゑ

正
平
染
の
方

荏
油
壹
升
。
蜜
陀
�
十
匁
。
滑
石
壹
匁
。
明
礬
壹
匁
右
三
味
、

為
細
末

。
軽
粉
壹
匁
。
右
の
四
種
を
荏
の
油
に
入
れ
か
き
ま

せ
ん

も
し

ゆ
だ
ん

な
べ

ぜ
、
な
る
程
ぬ
る
き
火
に
て
、
一
日
も
半
日
も
煎
ず
べ
し
。
若
火
つ
よ
け
れ
ば
薬
こ
げ
つ
く
に
よ
り
、
油
断
な
く
底
を
か
き
ま
ぜ
鍋

ね
り

よ
き
じ
ぶ
ん

し
ば
ら

に
こ
げ
つ
か
ぬ
様
に
ひ
た
物
煉
て
、
大
か
た
能
時
分
と
思
ふ
と
き
、
藁
の
く
き
を
油
の
内
に
た
て
ゝ
見
、
暫
く
た
つ
時
を
よ
き
ほ

き
え

ち
ら

と
く
り

ど
ゝ
す
。
又
あ
は
消
て
後
、
油
を
紙
に
付
て
、
多
く
散
ざ
る
程
な
る
を
よ
し
と
す
。
扨
此
油
せ
ん
じ
て
後
、
陶
に
い
れ
置
て
、
入
用

え

ぐ

い
ふ
く

え

ぐ

の
と
き
用
べ
し
。
久
し
く
こ
た
ゆ
る
も
の
也
。
こ
の
油
を
用
て
繪
の
具
を
和
し
、
衣
服
に
か
た
付
て
染
る
也
。
か
た
を
つ
け
繪
の
具
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こ

は

け

を
ぬ
る
に
は
、
漆
ば
け
の
ご
と
く
な
る
小
刷
毛
を
用
て
、
か
た
に
よ
く
お
し
こ
み
て
よ
し
。

え

ぐ

あ
か

き

く
ろ

ゆ
え
ん

○
繪
の
具
を
用
る
方

赤
き
は
し
ん
し
や
。
黄
は
し
わ
う
。
黒
き
は
油
煙
灰
墨
。
か
き
丹
土
青
黛
。
こ
ん
は
せ
い
た
い
。
花
色
は
あ

も
ゝ
い
ろ

お
し
ろ
い
し
ん
し
ゃ

も
江
ぎ

ゐ
ら
う
。
桃
色
は
白
粉
辰
砂
。
萌
黄
は
し
わ
う
、
あ
ゐ
ろ
う
。

え

ぐ

右
い
づ
れ
も
く
だ
ん
の
油
に
て
と
き
用
ゆ
。
繪
の
具
を
久
し
く
こ
し
ら
へ
を
く
事
は
あ
し
ゝ
。
ま
た
衣
服
の
紋
を
付
る
に
も
よ
し
。

洗
ひ
て
も
落
ず
。

こ
の
記
述
よ
り
、
正
平
染
は
い
わ
ゆ
る
油
絵
の
具
を
型
染
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
使
用
す
る
油
は
荏
胡
麻
の
種
子
か
ら

採
取
し
た
乾
性
油
の
荏
油
で
、
こ
れ
に
密
陀
僧
（
一
酸
化
鉛
）、
滑
石
（
含
水
珪
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
鉱
物
）、
明
礬
（
硫

酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
金
属
。
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
、
タ
リ
ウ
ム
な
ど
の
硫
酸
塩
と
の
複
塩
の
総

称
。
媒
染
剤
）、
軽
粉
（
水
銀
、
食
塩
、
に
が
り
、
赤
土
を
こ
ね
合
わ
せ
、
加
熱
し
て
得
た
昇
華
物
で
、
本
質
は
塩
化
第
一
水
銀
）
を
少

し
ん
し
や

し
お
う

ゆ
え
ん
は
い
ず
み

量
混
ぜ
て
、
加
熱
し
て
粘
り
を
出
し
た
油
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
染
め
る
色
に
応
じ
て
、
赤
は
辰
砂
、
黄
は
雌
黄
、
黒
は
油
煙
灰
墨
、
紫
は

え
ん
じ

せ
い
た
い

あ
い
ろ
う

に
つ
ち

お
し
ろ
い

臙
脂
、
紺
は
青
黛
、
花
色
は
藍
蝋
、
柿
は
丹
土
と
青
黛
、
桃
色
は
白
粉
と
辰
砂
、
萌
黄
は
雌
黄
と
藍
蝋
を
混
ぜ
て
、
型
紙
の
う
え
か
ら
刷

毛
で
刷
り
込
ん
で
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
。
単
に
顔
料
を
彩
色
し
た
だ
け
で
は
水
洗
い
す
る
と
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
乾
性
油
の
荏
油

は
熱
す
る
と
酸
化
重
合
し
て
固
ま
り
や
す
く
な
る
性
質
が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
し
て
絵
の
具
を
定
着
さ
せ
た
の
で
、
水
洗
い
し
て
も
模
様

は
色
落
ち
し
な
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
唐
染
に
つ
い
て
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
の
『
紺
屋
仁
三
次
覚
書
』
に
「
か
ら
染
形
付
仕
用
」
と
し
て
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
睚
。

一
、
上
々
も
ゝ
の
皮
ニ
か
り
や
寸
か
や
少
シ
く
わ
へ
。
隋
分
ニ
こ
ゆ
く
せ
ん
じ
置
。
二
へ
ん
引
。
但
シ
か
ね
入
不
申
候
。
又
地
う
す
く

わ
三
べ
ん
も
引
也
。
其
上
お
形
の
り
ニ
六
ば
ん
お
と
く
と
き
入
レ
。
猶
又
白
灰
お
見
合
少
シ
大
く
入
ル
也
。
よ
く
ね
り
ま
せ
あ
ん
は

ひ
お
可
致
候
。
六
は
ん
大
く
ハ
形
の
下
く
ろ
む
へ
し
。
旦
又
白
灰
大
く
わ
形
下
ご
か
く
る
べ
し
。
其
か
け
引
か
ね
て
仕
心
ニ
お
ぼ
へ

江
戸
時
代
前
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に
お
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る
小
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の
模
様
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置
可
申
候
。
扨
又
形
お
付
申
其
日
天
氣
よ
ろ
し
く
日
付
可
申
候
。
将
又
付
申
時
さ
つ
そ
く
日
あ
か
り
申
候
得
は
。
水
ニ
つ
け
て
よ

し
。
水
ニ
つ
け
申
候
て
さ
つ
そ
く
す
ゝ
き
上
ケ
可
申
候
。
其
日
形
お
付
申
候
ハ
は
と
め
お
く
べ
か
ら
寸
。
其
日
す
ゝ
ぎ
上
ケ
の
り
は

り
致
所
ひ
で
ん
の
所
也
。
久
し
く
形
付
置
は
形
の
下
ち
り
申
な
り
。
そ
れ
ニ
付
天
氣
之
よ
き
日
付
水
ニ
付
壹
人
ハ
か
ゝ
り
て
お
り
て

の
品
を
そ
ゝ
ぎ
取
。
の
り
は
り
ま
て
致
と
る
へ
し
。
日
あ
か
り
の
ひ
ま
入
ば
殊
外
形
の
ち
る
な
り
。

唐
染
は
、
桃
皮
（
山
桃
の
樹
皮
）
に
刈
安
を
加
え
て
濃
く
煎
じ
、
そ
の
染
料
で
引
き
染
め
し
て
、
型
糊
に
緑
礬
（
硫
酸
第
一
鉄
の
七
水

塩
）
と
白
灰
（
石
灰
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
型
紙
で
刷
り
込
む
。
こ
れ
を
日
光
に
あ
て
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
水
で
濯
ぐ
。
こ
の
よ
う
に
す
る

と
、
予
め
桃
皮
と
刈
安
で
染
め
て
あ
っ
た
部
分
に
緑
礬
と
白
灰
の
混
ざ
っ
た
型
糊
が
反
応
し
て
茶
褐
色
地
に
黒
茶
色
の
模
様
が
染
め
上
が

る
。
唐
染
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
名
称
か
ら
推
し
て
中
国
か
ら
伝
来
し
た
染
色
法
で
あ
ろ
う
。

以
上
、『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
は
天
和
の
禁
令
に
よ
っ
て
総
鹿
子
や
金
糸
繍
の
着
物
が
廃
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
染
物
へ
と
大

き
く
展
開
し
は
じ
め
た
時
期
の
出
版
で
、
そ
の
模
様
染
と
し
て
金
銀
の
小
紋
箔
や
縁
箔
と
と
も
に
正
平
染
と
唐
染
が
好
ま
れ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。

終

わ

り

に

江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
は
上
流
武
家
や
東
福
門
院
を
中
心
と
す
る
公
家
階
級
で
は
、
雁
金
屋
の
注
文
台
帳
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
鹿
子

絞
り
と
刺
繍
に
よ
る
豪
華
な
小
袖
が
好
ま
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
島
原
の
遊
女
の
間
で
も
鹿
子
絞
り
の
小
袖
が
用
い
ら
れ
た
。
町
方
の
女

性
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
豪
華
な
小
袖
を
つ
く
っ
た
が
、
天
和
の
禁
令
に
よ
っ
て
総
鹿
子
や
金
糸
繍
が
禁
じ
ら
れ
、
染
物
の
小
袖
へ
と
嗜

好
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

す
で
に
江
戸
時
代
初
期
に
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
更
紗
が
小
袖
の
模
様
染
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
本
独
自
の
更
紗
の
染
色
法
を
生

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
い
て
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ん
だ
。
後
世
の
資
料
で
あ
る
が
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
の
『
更
紗
便
覧
』
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
更
紗
染
は
絵
の
具
な
ど
が
友
禅

染
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
更
紗
染

が
友
禅
染
に
影
響
を
あ
た
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、『
新
板
当
風
御
ひ
い

な
が
た
』
に
見
ら
れ
る
唐
染
も
友
禅
染
の
流

行
と
と
も
に
次
第
に
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
友
禅
染
が
流
行
の
兆
し
を
み
せ
る
の
は

貞
享
の
頃
で
あ
る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）
刊
の
『
源
氏
ひ
な
か
た
』
に
は
「
扇
の

み
か
小
袖
に
も
は
や
る
友
禅
染
」
と
み
え
、

扇
と
と
も
に
小
袖
に
友
禅
模
様
の
流
行
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
翌
年
に
は
友
禅
の
名

を
冠
し
た
『
友
禅
ひ
い
な
か
た
』
も
刊
行
さ

れ
、
そ
の
凡
例
に
は
「
絵
の
具
水
に
い
り
て

お
ち
ず

何
絹
に
か
き
て
も
和
也
」
と
あ
る

よ
う
に
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
た
。
友
禅

染
は
筆
で
絵
の
具
を
塗
る
よ
う
に
色
を
挿
し

図 4 「鳥兜模様の小袖」『新板当風御ひい
ながた』天和 4年（1684）

図 5 復元中の唐染（松皮菱模様の部分）

図 6 復元中の正平染（梅鉢模様の部分）
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て
模
様
を
彩
る
技
法
で
あ
る
。
岩
絵
の
具
の
よ
う
な
粒
子
の
粗
い
顔
料
で
は
仕
上
が
り
が
こ
わ
ば
っ
て
、
し
な
や
か
な
絹
の
風
合
い
が
台

無
し
に
な
り
、
ま
た
水
に
浸
か
れ
ば
色
が
落
ち
て
し
ま
う
。
友
禅
染
は
そ
の
欠
点
を
技
術
的
に
克
服
し
た
。
友
禅
染
の
絵
の
具
は
藍
蝋
の

青
、
生
臙
脂
の
赤
、
雌
黄
の
黄
の
三
色
を
基
本
に
、
各
色
を
合
わ
せ
て
紫
、
緑
、
橙
色
を
つ
く
り
、
黒
や
鼠
色
は
墨
や
松
煙
か
ら
得
た
。

こ
れ
ら
絵
の
具
に
豆
汁
を
混
ぜ
る
か
、
あ
る
い
は
染
め
る
部
分
に
豆
汁
を
引
い
て
、
加
熱
し
な
が
ら
色
を
挿
す
と
、
豆
汁
の
タ
ン
パ
ク
分

が
凝
固
し
て
絵
の
具
が
染
着
す
る
。
こ
う
し
た
方
法
で
糸
目
糊
を
置
い
た
細
か
な
部
分
に
筆
で
彩
色
し
て
ゆ
く
と
、
絹
の
風
合
い
を
失
わ

ず
、
色
落
ち
も
し
な
い
。
こ
れ
が
友
禅
染
の
も
っ
と
も
大
き
な
技
術
的
な
特
色
で
あ
っ
た
。
友
禅
染
が
流
行
す
る
直
前
の
『
新
板
当
風
御

ひ
い
な
が
た
』
に
見
ら
れ
る
正
平
染
は
、
顔
料
を
主
と
し
た
油
絵
の
具
に
よ
っ
て
多
彩
な
模
様
を
型
染
す
る
染
色
法
で
あ
り
、
油
を
酸
化

重
合
さ
せ
る
こ
と
で
水
落
ち
の
心
配
は
な
か
っ
た
が
、
筆
に
よ
っ
て
よ
り
手
軽
に
自
由
多
彩
に
彩
色
で
き
る
友
禅
染
の
登
場
に
よ
っ
て
廃

り
、
一
時
期
の
流
行
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

現
在
、
正
平
染
や
唐
染
と
認
識
さ
れ
る
小
袖
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
関
西
学
院
大
学
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
「
江

戸
時
代
の
小
袖
に
関
す
る
復
元
的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
友
禅
染
流
行
の
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
江
戸
時
代
前
期
の
染
色
技
法
と

し
て
正
平
染
と
唐
染
を
取
り
あ
げ
、『
新
板
当
風
御
ひ
い
な
が
た
』
の
一
図
（
図
４
）
を
選
ん
で
小
袖
の
復
元
を
試
み
た
。
す
で
に
復
元

は
完
成
し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
な
復
元
過
程
（
図
５
、
図
６
）
に
つ
い
て
は
、
別
途
報
告
書
を
刊
行
す
る
予
定
（
二
〇
〇
七
年
度
末
に
発

行
）
で
あ
る
。

註盧

関
西
学
院
大
学
ア
ー
ト
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
編
『
江
戸
時
代
の
小
袖
に
関
す
る
復
元
的
研
究
（
中
間
報
告
）』
二
〇
〇
六
年

盪

河
上
繁
樹
「
雁
金
屋
資
料
に
み
る
江
戸
時
代
前
期
の
小
袖
」『
人
文
論
究
』
第
五
五
巻
第
一
号

二
〇
〇
五
年

蘯
『
徳
川
禁
令
考
』
前
集
第
六

三
六
七
三

女
中
衣
類
直
段
之
定

創
文
社

一
九
五
九
年

一
九
八
〜
一
九
九
頁

盻
『
色
道
大
鏡
』
八
木
書
店

一
九
七
四
年

二
七
〇
〜
二
七
五
頁
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眈

小
笠
原
小
枝
「
近
世
初
期
風
俗
画
に
顕
れ
た
イ
ン
ド
更
紗
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
五
六
三
号

一
九
九
九
年

眇
『
毛
吹
草
』
岩
波
文
庫

二
〇
〇
〇
年

一
五
八
頁

眄

日
本
に
お
け
る
更
紗
の
染
め
方
に
つ
い
て
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
『
更
紗
便
覧
』（『
染
料
植
物
譜
』
所
収

は
く
お
う
社

一
九
七
二

年
復
刻
）
に
よ
れ
ば
、
更
紗
染
は
臙
脂
の
赤
、
藍
蝋
の
青
、
雌
黄
の
黄
色
の
三
色
が
基
本
に
な
っ
て
お
り
、
本
場
イ
ン
ド
の
更
紗
と
は
異
な
る
、

わ
が
国
独
自
の
染
色
法
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

眩

瀬
川
淑
子
『
皇
女
品
宮
の
日
常
生
活
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年

七
三
〜
七
四
頁

眤
『
本
朝
世
事
談
綺
』（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期

第
六
巻
所
収

日
本
随
筆
大
成
刊
行
会

一
九
二
八
年
）
七
一
二
頁

眞
『
我
衣
』（『
燕
石
十
種
』
第
一
巻
所
収

中
央
公
論
社

一
九
七
九
年
）
一
九
一
〜
一
九
二
頁

眥

前
掲
註
蘯

三
七
六
五

女
衣
類
制
禁
之
品
々

一
九
九
頁

眦
『
女
鏡
秘
伝
書
』（『
家
政
学
文
献
集
成
』
第
一
冊
所
収

渡
辺
書
店

一
九
六
六
年
）
二
八
七
〜
二
八
九
頁

眛
『
聞
書
秘
伝
抄
』（『
染
料
植
物
譜
』
所
収

は
く
お
う
社

一
九
七
二
年
復
刻
）
五
七
〇
〜
五
七
一
頁

眷
『
紺
屋
茶
染
口
伝
書
』（『
染
料
植
物
譜
』
所
収

は
く
お
う
社

一
九
七
二
年
復
刻
）
五
八
三
頁

眸
『
女
重
宝
記
』（『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
参
考
文
献
編
十
八
所
収

勉
誠
社

一
九
八
一
年
）
四
一
頁

睇
『
萬
寶
鄙
事
記
』（『
染
料
植
物
譜
』
所
収

は
く
お
う
社

一
九
七
二
年
復
刻
）
六
三
四
頁

睚
『
紺
屋
仁
三
次
覚
書
』（『
染
料
植
物
譜
』
所
収

は
く
お
う
社

一
九
七
二
年
復
刻
）
七
三
四
頁

│
│
文
学
部
教
授
│
│

江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
小
袖
の
模
様
染
に
つ
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